
 

A. 研究目的
我が国の新規HIV感染者及びエイズ患者（以下

感染者等）の報告数は約 1,500 件と横ばいで、エ
イズ発症率は約 3割で減少が認められない。現在
まで、個別施策層として MSM に対する予防啓発
は行われてきたが、新規感染者等数の抑制と早
期診断による予後改善には、MSM 以外の層に対
する正しい疾病知識の普及啓発が必要であること
が予想される。
本研究では、新規感染症例は従来の施策対策

層とは異なる集団への普及啓発不足によりHIV感
染が判明し、医療機関を受診したという仮説を立
てた。そして以下の３つの具体的な目的(SA)のた
めに研究を行った。 

SA1：当院に新規未治療で受診となった患者 
の臨床・社会・ウイルス情報を取得 

SA2：遺伝子情報からクラスタ解析を行ってクラス
タの同定

SA3：従来の対策層（検査会受検者）情報とクラ
スタ情報を患者情報と比較

B. 研究方法
1)）2018 年 9 月〜2021 年 12 月まで当院受診時未

治療患者（以下患者）163 人を対象とした。当科初診
時に自己回答式アンケートを 

 

 
 

 
 

配布し、回答はデータベースシートに登録。データー
ベースシートに沿って情報抽出を行った。主な抽出
項目は以下（HIV 感染症/エイズに関する事項（CD4
数、ウイルス量、病期（急性感染の有無を含む）、他
の性感染症合併状況）、特性（年齢、性別、婚姻歴性
指向、国籍、交際関係、居住地区、勤務地区）、生活
状況（場所の名前、場所の種別（性交渉パートナーと
の出会いの場・医療、保健、福祉サービスの場・社会
サービスの場等）、それぞれ場所の利用日と時間帯
及び頻度とした。新規未治療感染者等と名古屋市無
料 HIV 検査会（以下検査会）受検者の GIS 解析を行
う。また検査会受検者（以下受検者）についてはコロ
ナ禍で検査会が中止となってしまったため、2019年 5
月に行われた検査会受検者のデータを 使用した。
住所は番地までのポイントデータとし、出会いの場
（直近で性交渉を行った場）は区までのポイントデー
タを取得した。市区町村までのポイントデータはそれ
ぞれの役所の所在地で表示される。得られたデータ
は ArcMap ver10.8（ESRI）で描写した。クラスタのデ
ータは本研究班の分担研究者である椎野禎一郎博
士より供与された。統計学的有意差は、p<0.05 で有
意差ありとした。
連続変数は Kruskal-Wallis 検定を行い、名義変数に
対してはχ2 乗検定を行った。統計解析は
Stata(ver15.0)にて行った。
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研究要旨 
新規感染者等数の抑制と早期診断による予後改善には、現在の施策層の主流である MSM 以外の層に対

する正しい疾病知識の普及啓発が必要であることが予想される。本研究では名古屋医療センター通院中の患
者の位置情報（現住所および出会いの場）を患者属性およびクラスタデータと突き合わせることで、現在の啓
発活動が行き届いていない層の推定を試みた。163 人の患者および 723 人の検査会受検者の位置情報を利
用した。年齢及び性指向で両群に有意差が認められた。エイズ期で診断された患者は名古屋市郊外および
岐阜県南部に集積している傾向が認められた。また直近で性交渉を行った相手との出会いの場は属するクラ
スタに関わらず名古屋市中心部に集積が認められた。またどのクラスタにも所属しない singleton 患者の現住
所はむしろ名古屋市中心部には集積していなかった。令和 3 年度も新型コロナ感染症拡大の影響により名古
屋市無料検査会(以下検査会)が実施できなかったことから、検査会についてのデータ解析を実施し、郵送検
査・自宅検査の利用ニーズについて解析を行った。郵送検査・自宅検査を希望する人は回答者 600 人のう
ち、4 割を超えていた（42.7%）。郵送検査の利用希望者のほうがバイセクシュアルの割合が高く、高年収者の
割合が高く、コンドーム常用割合が高かった。以上より、従来の名古屋市中心部の啓発活動に加えて、名古
屋市全体及び岐阜県との県境に行うことが有効であることが示唆された。今後は singleton の情報をより多く解
析することで新たな啓発必要地域が候補に上がる可能性がある。また、新型コロナ感染症拡大前においても
郵送検査の利用の希望割合は 4 割を超えており、MSM における一つの検査オプションとなることが示された。
GIS 解析や社会学的調査との関連性を調査できれば、アウトブレイクや hard-to-reach のリスク因子につ
いて解析が可能となり、感染者の特徴の理解を通じて、行政の対策に寄与することが期待できる。



ベースマップは 2 次医療圏マップを使用した。各
医療圏名は下記地図に記載した。 
地図１：医療圏名 

2)）令和 3 年度も新型コロナ感染症拡大の影響により

検査会が実施できなかったことから、過去の検査会

の来場者の質問紙調査のデータの分析を行った。検

査法では、新型コロナ感染症拡大前から、受検者に

おいて郵送検査についてのニーズについて尋ねて

おり、その実態を分析した。平成 30 年度に実施した

検査会受検者アンケートについて、郵送検査の利用

希望があるものと利用希望がないものを比較し、希望

者の特性を分析した。 

検査会の受検者アンケートの対象は、名古屋市無

料 HIV 検査会に来場したものとする。会場にて、スタ

ッフがアンケートへの任意協力を口頭にて依頼し、検

査会場(採血前）にて、受検者に記入を依頼した。無

記名であり、回答の強制力はなく、任意であることも

口頭、文書で説明した。質問項目は、基礎属性、検

査受検歴、性行動、性感染症の罹患経験、予防啓発

の認知を含んでいる。 

また検査会で陽性が判明したものにおける社会背

景や性行動、検査会を知った広報媒体、出会いの場

についても解析を行った。なお、データの解析には

SPSS-ver22.0 を用いた。統計学的有意水準は 5％を

採用した。なお、全ての研究は名古屋市立大学大学

院看護学研究科研究倫理委員会より承認を得たうえ

で実施した。 

3）2020年及び研究年度に東海地方の医療機関に来

院した新規 HIV 感染者から採取されたウイルスの pol

領域(HXB2:2253-3260)の塩基配列を、AMED の薬

剤耐性班の成果である「国内伝播クラスタの検索プロ

グラム（SPHNCS）」によって解析し、所属する dTC の

同定と、地域における dTC の動向調査を行う。同時

に、SPHNCS に格納されている全国の新規感染者由

来の配列情報を用いて、東京・大阪・福岡等の他地

域で流行する dTC の侵淫についても観察する。地域

でのアウトブレイクが示唆される dTC や、報告感染者

以外の感染例がないと説明のつかないネットワーク構

造を持つ dTC の動向を、臨床から得られる配列情報

を用いてモニタリングし、注目された dTC について

Bayesian MCMC 法による時間系統樹、詳細な伝播

ネットワーク解析等を行う。
（倫理面への配慮）
臨床試料の提供を受ける場合には、研究目的や

その為に必要な事項について、平易な言葉と文書
によって提供者に説明し、書面でインフォームドコ
ンセントを得ている。検体情報の保存・使用にあた
っては匿名化を行い、万が一の情報漏洩の事態に
おいても個人情報の流出は起こりえないようにした。
ヒトを対象とする医学研究に関する倫理指針（平成
26 年12 月22 日統合公布）で定めた倫理規定等
を遵守するとともに、国立感染症研究所および名
古屋医療センターの倫理委員会の承認を得た研
究班の臨床研究計画書に基づいて研究を遂行し
た。

C. 研究結果
1）患者および受検者属性（表 1）
対象患者 163 人の年齢の中央値は 35 歳（range：
22-73 歳）、162 人（99%）が男性であった。153 人
（93.8%）が日本国籍であった。セクシャリティはゲイが
96 人（58.9%）、バイセクシャルが 48 人（29.4%）、ヘテ
ロセクシャルが 19人（11.7%）であった。検査会受検者
723 人の年齢の中央値は 32 歳（range：17-78 歳）、
702 人（97.0%）が男性であった。国籍については聴取
していない。セクシャリティはゲイが 589 人（81.5%）、
バイセクシャルが 91 人（12.6%）、ヘテロセクシャルが
12 人（1.7%）であった。年齢および性指向において患
者において有意差を認めた。
表１：患者および検査会受検者属性

患者 受検者 p値
年齢 35 

 (22-73)
32 

 (17-78)
<0.01

性別（人）
男性 162 702 0.328 
女性 1 15 
その他 0 6 

国籍（人）
日本 153 ND NA 
外国 10 ND 

性指向（人）
ゲイ 96 589 <0.01 

バイセクシャル 48 91 
ヘテロセクシャル 19 12 

患者現住所と患者病期 
 名古屋医療圏は他の愛知県内の医療圏と比較して
圧倒的に人口が多い。よって名古屋医療圏に患者が
集積するのは当然である。しかし患者病期について
その現住所での分布をみると無症候期は名古屋医



療圏に患者が集中しているが、エイズ期の患者の分
布は名古屋市郊外および岐阜県南部（地図１点線部
位）に散在していた。 
患者現住所とクラスタ 
伝播性クラスタの中で構成人数の多い上位 3 つの

クラスタに所属する患者現住所を地図上に表したも
のが地図 4 である。dTC_2 には 47 人、dTC_3 には 42
人、dTC_98 には 7 人の患者が所属していた。dTC_2
の多くは名古屋医療圏を中心に集積が認められた。
dTC_3は名古屋医療圏が多いものの、西三河北部医
療圏の東部～南三河南部東医療圏の東部（地図 4
点線部位）に集積が認められた。dTC_98 は名古屋医
療圏中心部に集積が認められなかった。
患者出会いの場とクラスタ
 直近の性交渉を行った相手とどこで出会ったかを
地図上に所属クラスタ別にプロットした。dTC_2 に所
属する患者は 20 人、dTC_3 は 20 人、dTC_98 は 6 人
が回答した。患者現住所と異なり、市町村区までの回
答となっているため、出会いの場が「名古屋市中区」
と回答がある場合は名古屋市中区役所が地図上で
プロットされる。 
 いずれのクラスタも出会いの場として挙げたのは名
古屋市中心部に集積が認められた。名古屋市中心
部は繁華街であり、出会いの場は現住所に関係なく
繁華街が多かった。 
singleton クラスタに属する患者現住所 
 いずれの患者ともクラスタを形成しなかった
（singleton）患者現住所を地図上にプロットした。
singleton の患者は 15 人だった。エイズ期で診断され
たのは 2 人、無症候期が 10 人、急性期が 1 人、病期
不明が 2人だった。名古屋医療圏の中心部の集積は
なく、知多半島医療圏（地図 6点線部位）に集積が認
められた。 
患者と検査会受検者の出会いの場 
 患者および検査会受検者の出会いの場を都道府
県および市レベルで地図上にプロットした。患者の出
会いの場は東海 3 県に集積していた。一方、検査会
受検者の出会いの場は日本全国に散らばっていた。 
2）郵送検査・自宅検査を希望する人は回答者 600人
のうち、4 割を超えていた（42.7%）。なお、自身で支払
える金額は 6 割以上（63.3%）の人が 2000 円までと回
答していた。受け取りたい場所として、78.5％が自宅
と回答していた。
郵送検査の利用希望者と非希望者を比較すると、希
望者のほうがバイセクシュアルの割合が高く、高年収
者の割合が高いことが示された。

また郵送検査希望者のほうがコンドーム常用割合

が高かった。 

令和元年度検査会の陽性判明者については、検

査会を知った資材は、一様な傾向はなく、紙資材、ネ

ット資材、サイトなど複数のものに触れていた。定期

的な検査経験を持つものが半数以上を占めていた。

ハッテン場の利用経験は半数以上が有していた。

3）2017 年～21 年上半期の東海地方由来の新規患
者において、pol 領域の配列が得られたサブタイプ B
感染者は、367 名であった。SPHNCS による解析によ
って、東海地方の当該年度間の HIV 伝播は dTC の
いずれかに所属する 271 例と 96 例の孤発例に分か
れていることが示された。この時期の東海地方の伝播
クラスタは、2017-19 年のパンデミック以前と 2020 年
以降で大きく異なっていた。前期には、巨大 dTC の
一つ TC003 のサブクラスタ（東海バルジ）や TC002
の九州サブクラスタの移入例、TC098 のアウトブレイ
ク、TC027 と TC165 などのネットワーク構造から東海
地方に検査で捕捉されていない感染者が存在する
可能性が示唆される dTC が多く見出された。後期に
は、アウトブレイクは TC316 等で観察できたものの、
TC003 の東海バルジでほとんど報告例が観察できな
くなった。孤発例の報告は、前期が 36 例に対して後
期では 60 例と大幅に増えており、パンデミック化で東
海地方の流行や検査動機に質的な変化が起きてい
る可能性が示唆された。一方、TC027 と TC165 では
そのネットワーク構造から東海地方に検査で捕捉さ
れていない感染者が存在する可能性が示唆された

D. 考察
1）患者現住所および出会いの場を各属性別に地図
上にプロットすることで啓発活動の行き届いていない
層について推定した。

啓発活動は患者が多い名古屋市中心部繁華街に
当事者団体によって行われている。これは患者数お
よび出会いの場の地図情報と合わせてみると啓発活
動のターゲットにフィットしていることが予想された。し
かし、岐阜県南部（愛知県との県境）にエイズ期で診
断された患者の集積が認められたことを考えると、啓
発活動がその地域には不十分である可能性がある。 

どのクラスタにも所属しない singletonの患者はむし
ろ名古屋市中心部には現住所がなかった。singleton
であった患者は啓発活動が行きわたっていない層で
あることが予想される。singleton に属する患者の解析
を行うことで今後は新たな啓発必要地域の候補が見
つかるかもしれない。 

2)型コロナ感染症の拡大が続き、今年度も対面型の

行政による検査会の実施は難しくなった。手厚い説

明やサポートを提供する保健所専門職による対人の

検査提供のみならず、ある程度 HIV についても知識

があり、検査経験も豊富なクライアントにはモニタリン

グとして郵送検査等も活用する方向性も考えていく必

要があるだろう。本研究では、郵送検査を希望する層

が新型コロナ感染症拡大前に実施した検査会利用

者においても、4割いることが示された。また検査会で

陽性が判明したものにおける特性を解析した結果か

ら、紙、ネット、SNS と複数の資材の広告から、検査会

を知り来場していた。したがって今後も MSM 向け媒



体を複数利用しながら、広報を継続する必要性が示

された。とくに SNS のアプリ広告、Twitter はどの年齢

層でも利用していることから、必須の媒体であることが

示された。 

3) 伝播クラスタ同定システム SPHNCS は、東海地方

で急速に感染を広げている感染者や hard-to-reach

層を検出できる可能性がある。2019 年までの東海地

方で急速な拡大が観察された３つの dTC は、いずれ

も 30 歳台以下の若年層を中心に構成されており、東

海地方の MSM の若年層にHIV-1 が急速に広がるグ

ループが未だに存在することを示唆した。一方で、こ

れまで拡大していたサブクラスタの報告例がパンデミ

ック下で突如として減少した背景には、特定の層また

はグループにおいてこの状況下で検査動機の変化

が生じている可能性があるかもしれない。パンデミック

下ではまた、多くの症例が孤発例として検出されてい

るが、今後これらがクラスタ化するか否かが注目され

るとともに、これらが hard-to-reach層を形成する可能

性に興味が引かれる。アウトブレイクの観察は、コロナ

禍で脆弱になった検査体制の中でも検査を提供する

ことで早期の感染拡大を検出できる可能性を示して

いる。また、捕捉されていない感染者の示唆された

dTC も hard-to-reach 層の同定に重要かもしれない。

Ｅ．結論 
1.従来の名古屋市中心部の啓発活動に加えて、名
古屋市全体及び岐阜県との県境に行うことが有効で
あることが示唆された。
2. 新型コロナ感染症拡大前に実施された無料 HIV
検査会においても、郵送検査の利用の希望割合は 4
割を超えており、MSM における一つの検査オプショ
ンとなることが示された。また検査会における陽性判
明者の背景解析から、複数の資材を組み合わせた広
報、SNS 系の広報が重要であること、ハッテン場利用
者は引き続き検査会の広報を届けるうえで重要な層
であることが示唆された。
3. 今後は singleton の情報をより多く解析することで
新たな啓発必要地域が候補に上がる可能性があり、
行政の検査のターゲッティングに十分に寄与できる
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